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序文 

本書では、CIMIプロトコルの一般的な使用法をシナリオの形式で説明する。 
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概要 
便宜上、ここで説明する各シナリオでは、クラウド・プロバイダーは、そのシナリオで着目する機能の

デモンストレーションに必要な最小限の機能のみをサポートする。したがって、サポートされている機

能のリストを取得するためにクラウド・エントリー・ポイント（CEP）を照会した結果はシナリオごと

にカスタマイズされている。また、クラウド・エントリー・ポイントの URIを http://example.com/CEP

と仮定している。 
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Scenario 1 : マシンの新規作成 
このシナリオでは新しいマシンを作成する。この新しいマシンの構成は、プロバイダーから提供された

既存の構成とイメージに基づいたものとする。一方、認証情報のリソース（ユーザーIDおよびパスワー

ド）は新たに作成する。 

Step 1 : CloudEntryPoint(CEP)の取得 

CloudEntryPoint（CEP）は、このクラウドで使用できる一連のリソースへのリンクを提供する。CEPを

取得して、各タイプごとのリソースの集合（コレクション）への URLを読み出す。 

 

注意：CIMI仕様では、タイプ別のリソース（マシン、マシン構成、マシンイメージ、ボリューム、ネッ

トワーク・・）の集合をコレクションとよび、コレクションに対する操作を規定している。詳細は

CIMI1.0仕様書（DSP0263）5.5.12節を参照のこと。 

GET / HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/CloudEntryPoint", 

  "id": "http://example.com/CEP", 

  "baseURI": "http://example.com/", 

  "resourceMetadata": { "href": "http://example.com/resourceMetadata" }, 

  "machines": { "href": "http://example.com/machines" }, 

  "machineConfigs": { "href": "http://example.com/machineConfigs" }, 

  "machineImages": { "href": "http://example.com/machineImages" }, 

  "credentials": { "href": "http://example.com/credentials" } 

} 

Step 2 : マシン・イメージのリストの取得 

新しいマシンを作成する前に、事前にインストールしておくオペレーティング・システムとソフトウェ

アを決定する。Machine Imagesコレクションは、このクラウドが提供するマシン・イメージの集合であ

る。これには、クラウドによりあらかじめ定義されているものもあれば、ユーザーが作成したものもあ

る。 

GET /machineImages HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineImageCollection", 

  "id": "http://example.com/machineImages", 

  "machineImages": [ 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineImage", 

      "id": "http://example.com/images/WinXP-SP2", 

      "name": "WinXP SP2", 

      "description": "Windows XP with Service Pack 2", 

      "created": "2012-01-01T12:00:00Z",  

      "updated": "2012-01-01T12:00:00Z", 

      "imageLocation": { "href": "http://example.com/data/8934322" }  

    }, 

 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineImage", 

      "id": "http://example.com/images/Win7", 

      "name": "Windows 7", 

      "description": "Windows 7", 
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      "created": "2012-01-01T12:00:00Z",  

      "updated": "2012-01-01T12:00:00Z", 

      "imageLocation": { "href": "http://example.com/data/8934344" }  

    }, 

 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineImage", 

      "id": "http://example.com/images/Linux-SUSE", 

      "name": "Linux SUSE", 

      "description": "Linux SUSE", 

      "created": "2012-01-01T12:00:00Z",  

      "updated": "2012-01-01T12:00:00Z", 

      "imageLocation": { "href": "http://example.com/data/8934311" }  

    } 

 

  ] 

} 

Step 2.1 : マシン・イメージの選択 

次に、それぞれのマシン・イメージを調べて、自分のニーズに適したものを探し出す。ここでは最初の

マシン・イメージがニーズに適しているので、これを後で使用する。 

リストの先頭にあるイメージを使用することはすでにわかっていて、単に直前に検索したリソースの 1

つを確認するだけである場合は、代わりに次の処理を実行すればよいことに注意されたい。 

GET /machineImages?$last=1 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineImageCollection", 

  "id": "http://example.com/machineImages", 

  "machineImages": [ 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineImage", 

      "id": "http://example.com/images/WinXP-SP2", 

      "name": "WinXP SP2", 

      "description": "Windows XP with Service Pack 2", 

      "created": "2012-01-01T12:00:00Z",  

      "updated": "2012-01-01T12:00:00Z", 

      "imageLocation": { "href": "http://example.com/data/8934322" }  

    } 

  ] 

} 

 

この場合は$first=1を指定する必要はない。"1"がデフォルト値となっているからである。 

 

注意：CIMI仕様では、リソース集合（コレクション）の検索において、集合中で検索する最初の要素の

位置（$first）と最後の要素の位置（$last)を指定することで、検索範囲を絞り込むことができる。本文の

ケースでは$firstを省略し、$last=1としているが、仕様によれば＄first=1, $last=1,すなわち集合の最初の

要素のみ検索、と解釈される。詳細は CIMI1.0仕様書（DSP0263）4.1.6.2節を参照のこと。 

Step 3 : マシン構成のリストの取得 

次に、マシン・イメージのインストール先とする仮想ハードウェアの種類を決定する。使用するマシ

ン・イメージの種類を決定した場合と同様に、使用可能なマシン構成のリストを要求する。 

GET /machineConfigs HTTP/1.1 
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HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI":  

    "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineConfigurationCollection", 

  "id": "http://example.com/machineConfigs", 

  "machineConfigurations": [ 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineConfiguration", 

      "id": "http://example.com/configs/tiny", 

      "name": "tiny", 

      "description": "a teenie tiny one",  

      "created": "2012-01-01T12:00:00Z",   

      "updated": "2012-01-01T12:00:00Z",  

      "cpu": 1, 

      "memory": 4000000, 

      "disks" : [  

        { "capacity": 50000000 } 

      ] 

    }, 

 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineConfiguration", 

      "id": "http://example.com/configs/small", 

      "name": "small", 

      "description": "a small sized one",  

      "created": "2012-01-01T12:00:00Z",   

      "updated": "2012-01-01T12:00:00Z",  

      "cpu": 1, 

      "memory": 8000000, 

      "disks" : [  

        { "capacity": 500000000 } 

      ] 

    }, 

 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineConfiguration", 

      "id": "http://example.com/configs/medium", 

      "name": "medium", 

      "description": "a medium one",  

      "created": "2012-01-01T12:00:00Z",   

      "updated": "2012-01-01T12:00:00Z",  

      "cpu": 1, 

      "memory": 16000000, 

      "disks" : [  

        { "capacity": 1000000000 }, 

        { "capacity": 1000000000 }, 

      ] 

    } 

  ] 

} 

Step 3.1 : マシン構成の選択 

次に、返されたリストを調べ、ニーズに適したマシン構成を選択する。ここでは最初のマシン構成がニ

ーズに適しているので、これを後で使用する。 
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Step 4 : 認証情報リソースの新規作成  

新たに作成したこのマシンでは自分専用のユーザーIDとパスワードを使用するので、認証情報リソース

を新規に作成する必要がある。この処理は POST操作で実行するが、その前に認証情報のコレクション

を取得する必要がある。これは、POSTを使用して新しい認証情報リソースを配置する場所（URI）を把

握しておくためである。 

GET /credentials HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/CredentialCollection", 

  "id": "http://example.com/credentials", 

  "operations": [ { "rel": "add", "href": "http://example.com/credentials" }] 

} 

 

現時点では、この環境に認証情報リソースは存在していない。認証情報リソースを新たに作成するには、

その認証情報リソースに対するこのクラウド・プロバイダーの拡張属性（たとえばパスワード）を検出

しておく必要がある。デフォルトでは、CIMI仕様には新しいマシンの最初のユーザーを指定する方法は

定義されていない。この情報を提供する方法の決定は、各クラウド・プロバイダーに委ねられている。

クライアントは、認証情報リソースのメタデータ・リソースを検索することにより、この情報を検出で

きる。このメタデータ・リソースを調べるには、まず、ResourceMetadataコレクションに目を通して、

目的の認証情報リソースに対するこのプロバイダーの説明を確認する。クラウドのエントリー・ポイン

トで参照されている URIから ResourceMetadataコレクションを取得することから着手する。 

GET /resourceMetadata HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/ResourceMetadataCollection", 

  "id": "http://example.com/resourceMetadata", 

  "resourceMetadatas": [ 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/ResourceMetadata", 

      "id": "http://example.com/resources/Credential", 

      "typeURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Credential", 

      "name": "Credential", 

      "attributes": [ 

        { "name": "userID", "namespace": "http://example.com",  

          "type": "string", "required": "true" }, 

        { "name": "password", "namespace": "http://example.com", 

          "type": "string", "required": "true" } 

      ] 

    } 

  ] 

} 

このコレクションの resourceMetadataエントリーのリストで各エントリーを確認し、"typeURI"が

"http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Credential"であるものを探し出す。そのエントリーが見つかれば、この

プロバイダーがこの認証情報リソースに追加した拡張を確認できる。上記のコードは、Credentialリソー

スが拡張されていて、"userID"および"password"という 2つの属性を指定する必要があることを示してい

る。どちらの属性も"string"型である。 

 

ここで、POST操作を使用して、新しい認証情報リソースである Credentialを作成する。 

POST /credentials HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 
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{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/CredentialCreate", 

  "name": "Default", 

  "description": "My Default User", 

  "credentialTemplate": { 

    "userID": "JoeSmith", 

    "password": "letmein" 

  } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/creds/12345 

 

注意："userID"属性および"password"属性は、認証情報の ResourceMetadataを使用して検出したが、

"name"属性および"description"属性はすべてのリソースで使用できる共通属性セットに属している。この

後のシナリオで、"userID"と"password"がこのイメージ・タイプとクラウド・プロバイダーの固有な属性

名であることをクライアントがどのように知ったか、をみることにする。 

Step 5 : マシンの新規作成 

Machinesコレクションを取得する。これにより、新しいマシンの POST先がわかる。 

GET /machines HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineCollection", 

  "id": "http://example.com/machines", 

  "operations": [ { "rel": "add", "href": "http://example.com/machines" } ] 

} 

 

ここで新しいマシンを作成する。 
POST /machines HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineCreate", 

  "name": "myMachine1", 

  "description": "My very first machine",  

  "machineTemplate": { 

    "machineConfig": { "href": " http://example.com/configs/tiny" }, 

    "machineImage": { "href": " http://example.com/images/WinXP-SP2" },  

    "credential": { "href": "http://example.com/creds/12345" } 

  } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/machines/843752 

Step 6 : 新しいマシンの照会 

このマシンを取得して、新しいマシンの完全な表現を得る。 

GET /machines/843752 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 
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{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

  "id": "http://example.com/machines/843752", 

  "name": "myMachine1", 

  "description": "My very first machine", 

  "created": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "updated": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "state": "STOPPED", 

  "cpu": 1, 

  "memory": 4000000, 

  "disks" : { "href": "http://example.com/machines/843752/disks", 

  "networkInterfaces": { "href": "http://example.com/machines/843752/NIs", 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "delete", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/action/start",  

      "href": "http://example.com/machines/843752" } 

  ] 

} 

 

このマシンの"state"属性は、新しいマシンの初期状態である"STOPPED"になっている。 

Step 7 : マシンの起動 

このマシンの表現にある"operations"配列に"start"操作が存在することは、"start"操作の POST先 URIを

示しているだけではなく、この時点で"start"操作が可能であることも示している。 

POST /machines/843752 HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Action", 

  "action": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/action/start"  

} 

 
HTTP/1.1 204 No Content 

Step 7.1 : マシンの起動を確認するためのマシンへの照会 

マシンを再度検索し、マシンが起動していることを確認する。 

GET /machines/843752 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

  "id": "http://example.com/machines/843752", 

  "name": "myMachine1", 

  "description": "My very first machine", 

  "created": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "updated": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "state": "STARTED", 

  "cpu": 1, 

  "memory": 4000000, 

  "disks" : { "href": "http://example.com/machines/843752/disks", 

  "networkInterfaces": { "href": "http://example.com/machines/843752/NIs", 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "delete", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/action/stop",  
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      "href": "http://example.com/machines/843752" } 

  ] 

} 

 

現在、このマシンの"state"属性は"STARTED"になっており、"operations"配列では"start"操作ではなく、

"stop"操作が可能であることが示されている。 

Step 8 : マシンの停止 

"stop"操作が指定されている URLを使用して、このマシンの停止を要求できる。 

POST /machines/843752 HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Action", 

  "action": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/action/stop"  

} 

 
HTTP/1.1 204 No Content 

Step 9 : マシンの属性の更新 

"edit"操作が指定されている URLに対して PUT操作を使用し、"name"や"description"など、マシンの属

性をいくつか更新できる。 

PUT /machines/843752?$select=name,description HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

  "name" : "Cool Demo #1"  

} 

 
HTTP/1.1 200 OK 

 

{ "name" : "Cool Demo #1" } 

"edit"操作の URLは、更新対象となる属性が追加されていることに注意されたい。これらの属性のみが更

新の対象となる。この URLには"description"属性が記述されているが HTTP要求の本文には記述されて

いないので、この属性は消去される。 

 

注意：PUT /machines/843752?$select=name,description という指定により name, description 属性が変

更されるはずだが、メッセージ本文には description の記載がない。これは、description 属性は不要、

という意味である。 
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Scenario 2 : マシンへの新しいボリュームの追加 
このシナリオでは、新しいボリュームを作成し、それを既存のマシンに接続する。 

Step 1 : マシンの URLの取得  

目的のマシン： 

http://example.com/machines/843752 

Step 2 : CEPの取得 

CEPは、このクラウドで使用できる一連のリソースへのリンクを提供する。CEPを取得し、各コレクシ

ョンへの URLを読み出す。 

GET / HTTP/1.1 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/CloudEntryPoint", 

  "id": "http://example.com/CEP", 

  "baseURI": "http://example.com/", 

  "machines": { "href": "http://example.com/machines" }, 

  "machineConfigs": { "href": "http://example.com/machineConfigs" }, 

  "machineImages": { "href": "http://example.com/machineImages" }, 

  "credentials": { "href": "http://example.com/credentials" },  

  "volumes": { "href": "http://example.com/volumes" }, 

  "volumeConfigs": { "href": "http://example.com/vConfigs" } 

} 

Step 3 : 使用するボリューム構成を決定するためのリストの取得 

新しいボリュームを作成するときは、そのボリュームの種類（サイズ、フォーマットなど）を決定する

必要がある。Volume Configurationsコレクションは、このクラウドが提供する事前定義されたボリュー

ム構成の集合である。 

GET /vConfigs HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI":  

     "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/VolumeConfigurationCollection", 

  "id": "http://example.com/volumeConfigs", 

  "volumeConfigurations": [ 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/VolumeConfiguration", 

      "id": "http://example.com/vConfigs/small", 

      "name": "Small", 

      "description": "A pretty small one",  

      "created": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "updated": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/mapped", 

      "format": "NTFS", 

      "capacity": 60000000 

    }, 

 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/VolumeConfiguration", 

      "id": "http://example.com/vConfigs/medium", 

      "name": "Small", 
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      "description": "A medium sized one",  

      "created": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "updated": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/mapped", 

      "format": "NTFS", 

      "capacity": 500000000 

    }, 

 

    { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/VolumeConfiguration", 

      "id": "http://example.com/vConfigs/large", 

      "name": "Large", 

      "description": "A large one",  

      "created": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "updated": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/mapped", 

      "format": "NTFS", 

      "capacity": 1000000000 

    } 

  ] 

} 

Step 3.1 : ボリューム構成の選択 

次に、それぞれのボリューム構成を調べて、ニーズに適したものを探し出す。ここでは最初のボリュー

ム構成がニーズに適しているので、これを後で使用する。 

Step 4 : ボリュームの新規作成 

Volumesコレクションを取得する。これは、POSTを使用して新しいボリュームを配置する場所を把握

しておくためである。 

GET /volumes HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/VolumeCollection", 

  "id": "http://example.com/volumes", 

  "operations": [ { "rel": "add", "href": "http://example.com/volumes" } ] 

} 

 

ここで新しいボリュームを作成する。 
POST /volumes HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/VolumeCreate", 

  "name": "myVolume1", 

  "description": "My first new volume",  

  "volumeTemplate": { 

    "volumeConfig": { "href": "http://example.com/vConfigs/small" } 

  } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/volumes/35782 
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Step 5 : ボリューム情報の取得 

新たに作成してマシンに接続するボリュームが目的どおりのものであることを確認するには、前の手順

で返された参照に従う。 

GET /volumes/35782 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Volume", 

  "id": "http://example.com/volumes/35782", 

  "name": "myVolume1", 

  "created": "2012-09-15T12:15:00Z", 

  "updated": "2012-09-15T12:15:00Z", 

  "description": "My first new volume", 

  "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/mapped", 

  "capacity": 60000000, 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/volumes/35782" }, 

    { "rel": "delete", "href": "http://example.com/volumes/35782" } 

  ] 

} 

Step 6 : マシンのボリューム・コレクションの取得 

この新しいボリュームを目的のマシンに接続できるようにするには、まず、そのマシンのボリュームの

コレクションを取得し、要求の送り先を確認する必要がある。まず目的のマシンを取得し、ボリューム

のコレクションへの参照を入手する。 

GET /machines/843752 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

  "id": "http://example.com/machines/843752", 

  "name": "myMachine1", 

  "description": "My very first machine", 

  "created": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "updated": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "state": "STARTED", 

  "cpu": 1, 

  "memory": 4000000, 

  "disks" : { "href": "http://example.com/machines/843752/disks", 

  "volumes": { "href": "http://example.com/machines/843752/volumes" }, 

  "networkInterfaces": { "href": "http://example.com/machines/843752/NIs" }, 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "delete", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/action/stop",  

      "href": "http://example.com/machines/843752" } 

  ] 

} 

前のシナリオでは焦点を絞っていたことから"volumes"属性は存在していなかったが、ここでは

"volumes"属性が表示されている。これは、このシナリオ（およびここで例として使用しているプロバイ

ダーの機能）が拡張され、ボリュームのサポートが追加されているからである。  
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ここでボリュームのコレクションを取得する。 
GET /machines/843752/volumes HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineVolumeCollection", 

  "id": "http://example.com/machines/843752/volumes", 

  "operations": [ 

    { "rel": "add", "href": "http://example.com/machines/843752/volumes" } 

  ] 

} 

このマシンには、今のところボリュームは接続されていない。 

 

あるいは、最適な方法として、$expandクエリー・パラメータを使用し、元のマシンと同時にこのコレ

クションを取得することもできる。 

 

注意：＄expandクエリー・パラメータにより、参照（URI)だけでなく、その属性を展開した形式で検索

できる。詳細は CIMI1.0仕様書（DSP0263）4.1.6.4節を参照のこと。 
GET /machines/843752?$expand=volumes HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

  "id": "http://example.com/machines/843752", 

  "name": "myMachine1", 

  "description": "My very first machine", 

  "created": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "updated": "2012-08-15T12:15:00Z",  

  "state": "STARTED", 

  "cpu": 1, 

  "memory": 4000000, 

  "disks" : { "href": "http://example.com/machines/843752/disks", 

  "volumes": {  

    "href": "http://example.com/machines/843752/volumes", 

    "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineVolumeCollection", 

    "id": "http://example.com/machines/843752/volumes", 

    "operations": [ 

      { "rel": "add", "href": "http://example.com/machines/843752/volumes" } 

    ] 

  }, 

  "networkInterfaces": { "href": "http://example.com/machines/843752/NIs" }, 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "delete", "href": "http://example.com/machines/843752" }, 

    { "rel": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/action/stop",  

      "href": "http://example.com/machines/843752" } 

  ] 

} 

Step 7 : マシンへの新しいボリュームの接続 

ボリュームのコレクションに対して"add"操作を使用し、このボリュームを目的のマシンに接続して、新

しい MachineVolumeリソースができる。 
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注意：ここでは、ID番号 843752のマシンの volumes属性（マシンに接続するボリュームのコレクショ

ン。MachineVolumeコレクションと呼ばれる）に ID番号 35782番のボリューム情報を追加する操作を

行っている。結果として、volumes属性にボリュームの参照（URI）が追加される。詳細は CIMI仕様書

（DSP0263）5.5.12節を参照のこと。 

POST /machines/843752/volumes HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineVolume", 

  "initialLocation": "V", 

  "volume": { "href": "http://example.com/volumes/35782" } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineVolume", 

  "id": "http://example.com/machines/843752/volumes/1", 

  "initialLocation": "V", 

  "volume": { "href": "http://example.com/volumes/35782" }, 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/machines/843752/volumes/1"}, 

    { "rel": "delete", "href":"http://example.com/machines/843752/volumes/1"} 

  ] 

} 

Step 8 : 更新を確認するためのマシンのボリューム・コレクションの照会 

マシンのボリュームのコレクションを取得して、すべてのボリュームのリストを入手し、正常に更新さ

れたことを確認する。 

GET /machines/843752/volumes HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineVolumeCollection", 

  "id": "http://example.com/machines/843752/volumes", 

  "machineVolumes": [ 

  { "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineVolumes", 

    "id": "http://example.com/machines/843752/volumes/1", 

    "initialLocation": "V", 

    "volume": { "href": "http://example.com/volumes/35782" }, 

    "operations": [ 

      { "rel":"edit","href":"http://example.com/machines/843752/volumes/1"}, 

      { "rel":"delete","href":"http://example.com/machines/843752/volumes/1"} 

    ] 

  }, 

  "operations": [ 

    { "rel": "add", "href": "http://example.com/machines/843752/volumes" } 

  ] 

} 



DSP2027 Cloud Infrastructure Management Interface (CIMI) Primer 
 

バージョン 1.0.1 DMTF Informational 19 

Scenario 3 : マシン・テンプレートの定義および使用 
このシナリオでは新しいマシン・テンプレートを作成する。このテンプレートは、この後、新しいマシ

ンの作成に使用する。マシン・テンプレートは、マシンの構成、イメージなどについて明確な規定がで

きる便利なリソースであり、後で再利用できるような継続性を備えている。この機能は、新しいマシン

のユーザーが技術的には深い知識を持たず、マシンの作成に必要な詳細をすべては理解できない可能性

がある場合に効果的である。マシン・テンプレートは、デモを実施する場合や、特定のマシン構成で特

定のマシン・イメージを使用することが必要となる複雑な構成向けに作成することが普通である。マシ

ン・テンプレートを使用すると、このような情報が恒常的に保持されるので、容易に再利用できる。 

 

便宜上、ここでは前のシナリオで用いられた構成情報を再利用する。 

Step 1 : CEPの取得 

CEPは、このクラウドで使用できる一連のリソースへのリンクを提供する。CEPを取得し、各コレクシ

ョンへの URLを読み出す。 

GET / HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/CloudEntryPoint", 

  "id": "http://example.com/CEP", 

  "baseURI": "http://example.com/", 

  "machines": { "href": "http://example.com/machines" }, 

  "machineTemplates": { "href": "http://example.com/machineTemplates" }, 

  "machineConfigs": { "href": "http://example.com/machineConfigs" }, 

  "machineImages": { "href": "http://example.com/machineImages" }, 

  "credentials": { "href": "http://example.com/credentials" } 

} 

Step 2 : マシン・テンプレートの新規作成 

このマシン・テンプレートで再利用するマシン構成、マシン・イメージ、および認証情報の各リソース

は前のシナリオで取得済みである。 

取得済みのマシン・イメージ： 

http://example.com/images/WinXP-SP2 

 

取得済みのマシン構成： 

http://example.com/configs/tiny 

 

取得済みの認証情報： 

http://example.com/creds/12345 

 

新しいマシン・テンプレートを作成できるようにするには、POSTの送信先 URLを決定しておく必要が

ある。この場所は、CEPの一部として返されたマシン・テンプレートのコレクションにある URLから取

得する。 

 

注意：CIMI仕様では、テンプレートの情報も CEPが参照している。 GET /machineTemplates HTTP/1.1  

とは、CEP直下のマシン・テンプレートのコレクションを読み出す操作である。詳細は CIMI仕様書

（DSP0263) 5.12節を参照のこと。 

GET /machineTemplates HTTP/1.1 
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HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineTemplateCollection", 

  "id": "http://example.com/machineTemplates", 

  "operations": [ 

    { "rel": "add", "href": "http://example.com/machineTemplates" } 

  ]  

} 

現在のところ、この環境にはマシン・テンプレートが存在していない。 

 

ここで、新しいマシン・テンプレートのリソースを作成する。 

POST /machineTemplates HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineTemplate", 

  "name": "Demo1", 

  "description": "My first demo", 

  "machineConfig": { "href": "http://example.com/configs/tiny" }, 

  "machineImage": { "href": "http://example.com/images/WinXP-SP2" },  

  "credential": { "href": "http://example.com/creds/12345" } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/machineTemplates/82754 

Step 3 : マシン・テンプレートによるマシンの新規作成 

次に、このマシン・テンプレートを使用して新しいマシンを作成する。 

POST /machines HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineCreate", 

  "name": "myMachine2", 

  "description": "My second machine", 

  "machineTemplate": { "href": "http://example.com/machineTemplates/82754" } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/machines/843799 
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Scenario 4 : 既存のボリュームからのマシンの新規作成 
このシナリオでは、既存のボリュームから起動する新しいマシンを作成する。この簡単な例では、起動

プロパティーを有効に設定したボリュームがあることをユーザーが認識していると仮定している。 

Step 1：CEPを取得する 

CEPは、このクラウドで使用できる一連のリソースへのリンクを提供する。CEPを取得し、各コレクシ

ョンへの URLを読み出す。 

GET / HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceType": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/CloudEntryPoint", 

  "id": "http://example.com/CEP", 

  "baseURI": "http://example.com/", 

  "resourceMetadata": { "href": "http://example.com/resourceMetadata" }, 

  "machines": { "href": "http://example.com/machines" }, 

  "machineConfigs": { "href": "http://example.com/machineConfigs" }, 

  "machineImages": { "href": "http://example.com/machineImages" }, 

  "credentials": { "href": "http://example.com/credentials" },  

  "volumes": { "href": "http://example.com/volumes" }, 

  "volumeConfigs": { "href": "http://example.com/vConfigs" } 

} 

Step 2：ボリュームのリストを取得し、使用するボリュームを決定する 

新しいマシンをボリュームから作成するには、どのボリュームを使うかを決定する必要がある。ボリュ

ームのコレクションは、このクラウドが提供する既存のボリュームの集合である。 

GET /volumes HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceType": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/VolumeCollection", 

  "id": "http://example.com/volumes", 

  "volumes": [ 

    { "resourceType": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Volume", 

      "id": "http://example.com/volumes/vol1", 

      "name": "Win7-Bootable", 

      "created": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "updated": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "description": "A bootable volume running Windows 7",  

      "state": "AVAILABLE", 

      "capacity": 60000000, 

      "bootable": true 

    }, 

 

    { "resourceType": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Volume", 

      "id": "http://example.com/volumes/vol2", 

      "name": "Generic Volume", 

      "created": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "updated": "2012-08-15T12:15:00Z", 

      "description": "A generic volume for Windows",  

      "state": "AVAILABLE", 

      "capacity": 60000000, 
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      "bootable": true 

    } 

  ] 

} 

Step 2.1：ボリュームを選択する 

次に、それぞれのボリュームを調べて、ニーズに適したものを探し出す。ここでは最初のボリュームが

ニーズに適しているので、これを後で使用する。 

Step 3：新しいマシンを作成する 

Machinesコレクションを取得する。これにより、新しいマシンの POST先がわかる。 

GET /machines HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceType": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineCollection", 

  "id": "http://example.com/machines", 

  "operations": [ 

    { "rel": "add", "href": "http://example.com/machines" } 

  ] 

} 

 

新しいマシンを作成し、起動可能なボリュームに接続する。 

POST /machines HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceType": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/MachineCreate", 

  "name": "myMachine2", 

  "description": "My second machine",  

  "machineTemplate": { 

    "volumes": [  

      { "initialLocation": "V",  

        "href": "http://example.com/volumes/vol1" } 

    ] 

  } 

} 

ただし、このマシン・テンプレートでは、使用するマシン・イメージもマシン構成も指定されていない。

便宜上、この例では、プロバイダーがこれらのデフォルト値を持っていると見なすことにする。 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/machines/852108 

Step 4：新しいマシンを照会する 

作成したマシンを取得して、新しいマシンの完全な表現を得る。 

GET /machines/852108 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceType": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

  "id": "http://example.com/machines/852108", 

  "name": "myMachine2", 

  "description": "My second machine", 
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  "created": "2012-03-26T10:04:00Z",  

  "updated": "2012-03-26T10:04:00Z",  

  "state": "STOPPED", 

  "cpu": "1", 

  "memory": 4000000, 

  "disks" : { "href": "http://example.com/machines/852108/disks", 

  "volumes": { "href": "http://example.com/machines/852108/volumes" }, 

  "networkInterfaces": { "href": "http://example.com/machines/852108/NIs", 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/machines/852108" }, 

    { "rel": "delete", "href": "http://example.com/machines/852108" }, 

    { "rel": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/action/start",  

      "href": "http://example.com/machines/852108" } 

  ] 

} 

 

このマシンの"state"属性は、新しいマシンの初期状態である"STOPPED"になっている。 
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Scenario 5 : システム・テンプレートの定義および使用 
このシナリオでは新しいシステム・テンプレートを作成する。このテンプレートは、この後で新しいシ

ステムの作成に使用する。システム・テンプレートは、システムの構成、イメージなどについて明確な

規定ができる便利なリソースであり、後で再利用できるような継続性を備えている。 

Step 1 : CEPの取得 

CEPは、このクラウドで使用できる一連のリソースへのリンクを提供する。CEPを取得し、各コレクシ

ョンへの URLを読み出す。 

GET / HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/CloudEntryPoint", 

  "id": "http://example.com/CEP", 

  "baseURI": "http://example.com/", 

  "systemTemplates": { "href": "http://example.com/systemTemplates" }, 

  "machineTemplates": { "href": "http://example.com/machineTemplates" }, 

  "credentialTemplates": { "href": "http://example.com/credentialTemplates"},  

  "volumeTemplates": { "href": "http://example.com/volumeTemplates" } 

} 

Step 2 : システム・テンプレートの新規作成 

システム・テンプレートをインスタンス化した時点で、マシン、そのマシンに接続したボリューム、お

よび認証情報の各リソースが作成されるように、そのシステム・テンプレートを定義する。このような

構成を実現するには、システム・テンプレートの定義にマシン・テンプレートを値で指定し、ボリュー

ム・テンプレートと認証情報テンプレートを参照で指定する。ボリューム・テンプレートと認証情報テ

ンプレートの各リソースはすでに存在している。 

 

使用可能なボリューム・テンプレート： 

http://example.com/volumeTemplates/95839 

 

使用可能な認証情報テンプレート： 

http://example.com/credentialTemplates/72000 

 

注意：CIMI仕様では、リソースのテンプレートを指定する方法として、外部参照のほか、値を直接設定

することもできる。詳細は CIMI仕様書（DSP0263 1.0.0） 3.10節を参照のこと。 

 

注意：別の方法として、以下のマシン・テンプレート定義にボリューム・テンプレートと認証情報テン

プレートを値で指定することもできる。しかし、どのリソースが関連しているのかをシステム・テンプ

レートですぐに確認できることは有益であり、また一般的に認証情報を自動作成することで高いセキュ

リティーを実現できる。 

 

新しいマシン・テンプレートを作成するには、POSTの送信先 URLを決定しておく必要がある。この場

所は、CEPの一部として返されたシステム・テンプレートのコレクションにある URLから取得する。 

 
GET /systemTemplates HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/SystemTemplateCollection", 
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  "id": "http://example.com/systemTemplates", 

  "operations": [ 

    { "rel": "add", "href": "http://example.com/systemTemplates" } 

  ]  

} 

 

新しいシステム・テンプレートのリソースを作成する。 

POST /systemTemplates HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/SystemTemplate", 

  "name": "System Demo1", 

  "description": "My first system template demo", 

  "componentDescriptors": [ 

    { "name": "MyMachine", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

      "machineTemplate": 

        { "name" : "Machine in system demo",  

          "description" : "Machine in system", 

          "machineConfig": { "href": "http://example.com/configs/tiny" }, 

          "machineImage": { "href": "http://example.com/images/WinXP-SP2" }, 

          "credential": { "href": "#MyCredential" }, 

          "volumes": [ 

            { "initialLocation": "/vol", 

              "href": "#MyVolume" 

            } 

          ] 

        } 

    }, 

    { "name": "MyCredential", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Credential", 

   "credentialTemplate":  

        { "href": "http://example.com/credentialTemplates/72000" } 

    }, 

    { "name": "MyVolume", 

      "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Volume", 

      "volumeTemplate": { "href": "http://example.com/volumeTemplates/95839"} 

    } 

  ] 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/systemTemplates/48920 

Step 3 : システム・テンプレートによるシステムの新規作成 

作成したシステム・テンプレートを使用して新しいシステムを作成する。 

POST /systems HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/SystemCreate", 

  "name": "MySystem1", 

  "description": "My first system", 

  "systemTemplate": { "href": "http://example.com/systemTemplates/48920" } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 
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Location: http://example.com/systems/78342 

 

別の方法として、プロバイダーは、システム新規作成の要求に対して、このシステムの作成完了を待た

ずに、ジョブのリソースへの参照を返すこともできる。その場合は、上記の 201応答の代わりに次の応

答が得られる。 

HTTP/1.1 202 Accepted 

CIMI-Job-URI: http://example.com/Jobs/90001 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Job", 

  "id": "http://example.com/Jobs/90001", 

  "name": "SystemCreationJob", 

  "created": "2012-03-15T12:15:00Z",  

  "updated": "2012-03-15T12:15:00Z",  

  "targetResource": { "href": "http://example.com/systems"},  

  "affectedResources": { 

    "href": " http://example.com/systems/110001", 

  }, 

  "action": "add", 

  "status": "RUNNING", 

  "progress": 30, 

  "timeOfStatusChange": "2012-03-15T12:15:00Z", 

  "isCancellable": "true", 

  "nestedJobs": [ 

    { "href": "http://example.com/Jobs/90002" }, 

    { "href": "http://example.com/Jobs/90003" } 

  ] 

} 

 

この応答によると、このプロバイダーはネストした 2つのジョブを作成していて、"affectedResources"

属性には新たに作成されたシステムへの参照が記述されている。このジョブの表現を定期的に取得する

ことにより、利用者はこのジョブが完了する時期、つまり"progress"属性の値が 100になる時期を判断で

きる。 

 

注意：ジョブは、プロバイダーの実行するプロセスを表現する。詳細は CIMI仕様書（DSP0263）5.17.1

節を参照のこと。 

Step 4 : 新しいシステムの照会 

作成したシステムを取得して、新しいシステムの完全な表現を得る。 

GET /systems/87342 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/System", 

  "id": "http://example.com/systems/78342", 

  "name": "MySystem1", 

  "description": "My first system", 

  "created": "2012-08-15T12:15:00Z", 

  "updated": "2012-08-15T12:15:00Z", 

  "state": "STOPPED", 

  "machines": { "href": "http://example.com/systems/87432/machines" }, 

  "credentials": { "href": "http://example.com/systems/87342/creds" }, 

  "volumes": { "href": "http://example.com/systems/87342/vols" }, 

  "operations" : [ 
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    {"rel": "edit", "href": "http://example.com/systems/78342" } 

  ] 

} 
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Scenario 6 : システム・テンプレートの編集 
このシナリオでは、既存のシステム・テンプレートにマシンをもう 1つ追加する。 

Step 1 : 既存のシステム・テンプレートの編集 

ここでは、前のシナリオで作成したシステム・テンプレートを編集し、このテンプレートの認証情報と

ボリュームのリソースを共有する別のマシンを 1つ追加する。 

 

作成済みのシステム・テンプレート： 

http://example.com/systemTemplates/48920 

 

既存のシステム・テンプレートの定義を取得する。 

GET /systemTemplates/48920 HTTP/1.1 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/SystemTemplate", 

  "name": "System Demo1", 

  "description": "My first system template demo", 

  "created": "2012-08-15T12:15:00Z", 

  "updated": "2012-08-15T12:15:00Z", 

  "componentDescriptors": [ 

    { "name": "MyMachine", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

      "machineTemplate": 

        { "name" : "Machine in system demo",  

          "description" : "Machine in system", 

          "machineConfig": { "href": "http://example.com/configs/tiny" }, 

          "machineImage": { "href": "http://example.com/images/WinXP-SP2" }, 

          "credential": { "href": "#MyCredential" }, 

          "volumes": [ 

            { "initialLocation": "/vol", 

              "href": "#MyVolume" 

            } 

          ] 

        } 

    }, 

    { "name": "MyCredential", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Credential", 

   "credentialTemplate":  

        { "href": "http://example.com/credentialTemplates/72000" } 

    }, 

    { "name": "MyVolume", 

      "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Volume", 

      "volumeTemplate": { "href": "http://example.com/volumeTemplates/95839"} 

    } 

  ], 

  "operations" : [ 

    { "rel":"edit", "href": "http://example.com/systemTemplates/48920" } 

  ] 

} 

 

このシステム・テンプレートのリソースを更新する。 

PUT /systemTemplates/48920 HTTP/1.1 
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Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/SystemTemplate", 

  "name": "System Demo1", 

  "description": "My first system template demo", 

  "componentDescriptors": [ 

    { "name": "MyMachine", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

      "machineTemplate": 

        { "name" : "Machine in system demo",  

          "description" : "Machine in system", 

          "machineConfig": { "href": "http://example.com/configs/tiny" }, 

          "machineImage": { "href": "http://example.com/images/WinXP-SP2" }, 

          "credential": { "href": "#MyCredential" }, 

          "volumes": [ 

            { "initialLocation": "/vol", 

              "href": "#MyVolume", 

            } 

          ] 

        }, 

      "quantity": 2 

    }, 

    { "name": "MyCredential", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Credential", 

   "credentialTemplate":  

        { "href": "http://example.com/credentialTemplates/72000" } 

    }, 

    { "name": "MyVolume", 

      "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Volume", 

      "volumeTemplate": { "href": "http://example.com/volumeTemplates/95839"} 

    } 

  ] 

} 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/SystemTemplate", 

  "name": "System Demo1", 

  "description": "My first system template demo", 

  "created": "2012-09-15T12:15:00Z", 

  "updated": "2012-09-15T12:15:00Z", 

  "componentDescriptors": [ 

    { "name": "MyMachine", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Machine", 

      "machineTemplate": 

        { "name" : "Machine in system demo",  

          "description" : "Machine in system", 

          "machineConfig": { "href": "http://example.com/configs/tiny" }, 

          "machineImage": { "href": "http://example.com/images/WinXP-SP2" }, 

          "credential": { "href": "#MyCredential" }, 

          "volumes": [ 

            { "initialLocation": "/vol", 

              "href": "#MyVolume" 

            } 

          ] 

        }, 
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      "quantity": 2 

    }, 

    { "name": "MyCredential", 

 "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Credential", 

   "credentialTemplate":  

        { "href": "http://example.com/credentialTemplates/72000" } 

    }, 

    { "name": "MyVolume", 

      "type": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/Volume", 

      "volumeTemplate": { "href": "http://example.com/volumeTemplates/95839"} 

    } 

  ], 

  "operations": [ 

    { "rel": "edit", "href": "http://example.com/systemTemplates/48920" } 

  ] 

} 

Step 2 : システム・テンプレートによるシステムの新規作成 

作成したシステム・テンプレートを使用して新しいシステムを作成する。そのためには、前のシナリオ

で新しいシステムを作成したときに使用した URLに POSTを送信する。 

POST /systems HTTP/1.1 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/SystemCreate", 

  "name": "MySystem2", 

  "description": "My second system", 

  "systemTemplate": { "href": "http://example.com/systemTemplates/48920" } 

} 

 
HTTP/1.1 201 Created 

Location: http://example.com/systems/78343 

Step 3 : 新しいシステムの照会 

作成したシステムを取得して、新しいシステムの完全な表現を得る。 

GET /systems/87343 

 
HTTP/1.1 200 OK 

Content-Type: application/json 

 

{ "resourceURI": "http://schemas.dmtf.org/cimi/1/System", 

  "id": "http://example.com/systems/78342", 

  "name": "MySystem2", 

  "description": "My second system", 

  "created": "2012-10-15T12:15:00Z", 

  "updated": "2012-10-15T12:15:00Z", 

  "state": "STOPPED", 

  "machines": { "href": "http://example.com/systems/87432/machines" }, 

  "credentials": { "href": "http://example.com/systems/87342/creds" }, 

  "volumes": { "href": "http://example.com/systems/87342/vols" }, 

  "operations" : [ 

    { "rel": "edit","href": "http://example.com/systems/78342" } 

  ] 

} 
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